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資料 1 調査団員氏名・所属 

現地調査 

氏名 所属 担当 

太田 孝治 国際協力事業団ザンビア事務所次長 総括 

青木 英剛 国際協力事業団無償資金協力部業務第一課 計画管理 

大島 伸弘 日本工営株式会社 業務主任/コミュニティー開発 

若狭 秀之 日本工営株式会社 地下水開発計画/給水計画 

十倉 将 日本工営株式会社 建築計画 

渡辺 康 日本工営株式会社 社会状況調査/運営維持管理計画 

田中 恵理香 日本工営株式会社 保健衛生教育計画 

田村 英久 日本工営株式会社 施工・調達計画/積算 

 
 

基本設計概要説明調査 

氏名 所属 担当 

大島 伸弘 日本工営株式会社 業務主任/コミュニティー開発 

若狭 秀之 日本工営株式会社 地下水開発計画/給水計画 
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資料 2 調査日程 

[2003 年 3 月 1 日～4 月18 日] 

No 月日 曜日 移動 宿泊地 活動内容 
1 3/1 土 青木/大島/若狭/田中：東京～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  
2 3/2 日 青木/大島/若狭/田中： 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾙｻｶ 
ﾙｻｶ 大使館、JICA 事務所、MLGH(Director of 

DPPH)、LCC、LWSC、MFNP 表敬訪問 
3 3/3 月 ﾙｻｶ ﾙｻｶ PHC ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ、MLGH と協議 

DHMT、MLGH(P/S)表敬訪問 
4 3/4 火 ﾙｻｶ ﾙｻｶ MLGH と協議 
5 3/5 水 ﾙｻｶ ﾙｻｶ ｻｲﾄ視察(George、N’gombe Compound) 
6 3/6 木 ﾙｻｶ ﾙｻｶ MLGH とﾐﾆｯﾂの協議、CBH 表敬訪問 
   田村：東京～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  
7 3/7 金 ﾙｻｶ ﾙｻｶ ﾐﾆｯﾂ署名、大使館報告 
   田村：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾙｻｶ ﾙｻｶ  
8 3/8 土 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地雇用員と協議 
9 3/9 日 ﾙｻｶ ﾙｻｶ ｻｲﾄ視察(Kalikiliki、Freedom Compound) 

10 3/10 月 ﾙｻｶ ﾙｻｶ JICA 事務所報告 
11 3/11 火 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 
14 3/14 金 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
15 3/15 土 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
   青木：ﾙｻｶ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 機中泊  

16 3/16 日 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
   青木：ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  
   渡辺：東京～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  

17 3/17 月 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
   青木：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～東京   
   渡辺：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾙｻｶ ﾙｻｶ  

18 3/18 火 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
19 3/19 水 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
20 3/20 木 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
   十倉：東京～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  

21 3/21 金 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
   十倉：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾙｻｶ ﾙｻｶ  

22 3/22 土 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
・ ・ ・ ・ ・ ・ 
40 4/9 水 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
41 4/10 木 ﾙｻｶ ﾙｻｶ MLGH、LCC と協議 
42 4/11 金 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 大使館、JICA 事務所へ報告 
43 4/12 土 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
44 4/13 日 大島/若狭/田中/田村：ﾙｻｶ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ  
   十倉/渡辺：ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 

45 4/14 月 大島/若狭/田中/田村： 
ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

機中泊  

   十倉/渡辺：ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 
46 4/15 火 大島/若狭/田中/田村：ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～東京   
   十倉/渡辺：ﾙｻｶ ﾙｻｶ 現地調査継続 

47 4/16 水 十倉/渡辺：ﾙｻｶ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
48 4/17 木 十倉/渡辺：ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ～東京 機中泊  
49 4/18 金 十倉/渡辺：ﾊﾞﾝｺｸ～東京   

注：MLGH: 地方自治住宅省(Ministry of Local Government and Housing)、LCC:ﾙｻｶ市(Lusaka City Council)、PHC 
Project: Primary Health Care Project、DHMT:ﾙｻｶ市保健管理委員会(Lusaka District Health Management Team)、CBH:保
健中央委員会(Central Board of Health)、MFNP:財務国家計画省(Ministry of Finance and National Planning)、LWSC:ﾙｻｶ
水道公社(Lusaka Water and Sewerage Company)、DPPH:計画住宅局(Department of Physical Planning and Housing)、P/S: 
Permanent Secretary 

 



 
 

資-3 

[2003 年 7 月 12 日～7 月 23 日] 

No 月日 曜日 移動 宿泊地 活動内容 
1 7/12 土 大島：東京～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 

若狭：ﾊﾉｲ～ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ 
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ  

2 7/13 日 大島/若狭： 
ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾙｻｶ 

ﾙｻｶ  

3 7/14 月 ﾙｻｶ ﾙｻｶ JICA 事務所、MLGH(P/S)、LCC(書記官)、
LWSC(DG)、MOF、EOJ 表敬訪問 

4 7/15 火 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 基本設計概要書の説明(MLGH、LCC、
MOF、LWSC) 

5 7/16 水 ﾙｻｶ ﾙｻｶ PHC プロジェクトとの打合せ 
MLCH とﾐﾆｯﾂの作成・協議 

6 7/17 木 ﾙｻｶ ﾙｻｶ 市長への表敬訪問 
MLGH(P/S)とﾐﾆｯﾂの署名 
現地 NGO などとの打合せ 

7 7/18 金 ﾙｻｶ ﾙｻｶ JICA 事務所、EOJ への報告 
8 7/19 土 ﾙｻｶ ﾙｻｶ ｻｲﾄ視察 
9 7/20 日 ﾙｻｶ ﾙｻｶ ｻｲﾄ視察 

10 7/21 月 大島/若狭：ﾙｻｶ～ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ 機中泊  
11 7/22 火 大島/若狭：ﾖﾊﾈｽﾌﾞﾙｸﾞ～ﾊﾞﾝｺｸ～東京 機中泊  
12 7/23 水 大島/若狭：ﾊﾞﾝｺｸ～東京   
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資料 3 相手国関係者リスト 

 
Ministry of Local Government and Housing（MLGH：地方自治・住宅省） 
Josephine MAPOMA Permanent Secretary 
Glynn A. C. KKHONJE Director, Department of Physical Planning and Housing (DPPH) 
Matilda OKPARA Assistant Director, DPPH 
Frederick B. MUKOZOMBA Acting Assistant Director (Principal Planner), DPPH 
Peter LUBAMBO Director, Department of Infrastructure Support Service (DISS) 
Bruno HAMUSONDE Assistant Director, DISS 
N. CHUNI Administration Officer 
Hope C. NICOLOMA National Coordinator, Rural Water Supply and Sanitation 
 
Lusaka City Council（LCC：ルサカ市役所） 
Bornwell MATAWE Assistant Director 
Irene N. MULUNDIKA  Director, Public Health and Social Services 
Misheck ZYUULU  Assistant Director, Public Health Department 
Mavis KALUMBA Senior Health Education Officer 
Kapuamba MBANGA Senior Community Development Officer 
Noel KALIMAMUKWENJ  Senior Health Officer 
Dick ShAWA Head Officer 
  
Lusaka Water and Sewerage Company（LWSC：ルサカ上下水道公社） 
Charles CHIPULU Managing Director 
Daniel SICHOMBO Director, Administration and Secretarial Services 
Cleaver MULUNDU Assistant Director, Finance 
Mid MABBOLOBBOLO Director, Marketing and Customer Services 
Henry MTINE Director, Engineering 
Simasiku MALUMO Deputy Director, Engineering Services 
Astrid CHOONGO-BANDA Head, Peri-urban Section 
  
Ministry of Finance and National Planning（MFNP：財務・国家計画省） 
Agnes M. MUSUNGA Chief Economist 
Chasiya KAZEMBE Principal Economist 
Tsuneno TSURUSAKI Advisor, JICA Expert, Economic and Technical Cooperation Department 
  
Central Board of Health（CBH：保健中央委員会） 
B. U. Chirwa Director General 
Chrispin Melele Health Promotion Specialist 
  
Lusaka District Health Management Team（LDHMT：ルサカ地区保健管理局） 
Mpundu Makasa CHIKOYA Manager, Planning and Development 
Phillip Mulenga Environmental Health Expert 
Kumiko IGARASHI Expert in Community Health, JICA Primary Health Care Project 
  
Ng’ombe Resident Development Committee（N’gombe RDC：ンゴンベ住民代表組織） 
※○印の者が面会者  
○Chibelo R SIKALONGA Chairperson 
 Waluzani PHIRI Vice Chairperson 
○Peter O TEMBO Secretary 
○Robson NYANGA Vice Secretary 
○Dorothy NANJA Treasurer 
○Maureen NYAMBE Vice Treasurer 
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○Edwin MWANZA Publicity Secretary 
○Elijah M SANDO Committee Member 
○Besnart NJOBVU Committee Member 
○Justinal MALI Committee Member 
○Brown MKUNSHYA Committee Member 
 
Ng’obmbe Water Committee（ンゴンベ水利組合） 
Godfridah MWILA Zone 1 
Janet NJOBVU Zone 2 
Agrippa GWENDE Zone 3 
Mary PHIRI Zone 4 
Laika PHIRI Zone 5 
Grace MUKUKA Zone 6 
Criscent SIALYAINDA Zone 7 
Christina MWALUSAKA Zone 8 
Benson MWALE Zone 9 
Friday MBAFUTI Zone 10 
Christine SHUMBA Zone 11 
Eric M KUNDA Zone 12 
 
Freedom Resident Development Committee（Freedom RDC：フリーダム住民代表組織） 
※○印の者が面会者  
○Benson BANDA Chairperson 
○Esnart TEMBO Vice Chairperson 
○Lazarus CHULABANTU Secretary 
○Sylvia NDOPU Vice Secretary 
○Frank KUSSANI Treasurer 
○Dailesi MUMBA Vice Treasurer 
○Falo KAIPA Committee Member 
○Theresa SHUMBA Committee Member 
○Charles CHIMKWAYA Committee Member 
  
Kalikiliki Resident Development Committee（Kalikiliki RDC：カリキリキ住民代表組織） 
※○印の者が面会者  
○Clement NONDE Chairperson 
○Patricia NYIRENDA Vice Chairperson 
○Zuli NG’ANDU Secretary 
○Emelina PHIRI Vice Secretary 
○Matthew NYIRONGO Treasurer 
○Dickson PHIRI Vice Treasurer 
○Graham SOKOTWE Committee Member 
○Johon KUFUKA Committee Member 
○Doreen JAMBA Committee Member 
○Monica MAKASA Committee Member 
 
George Unplanned Urban Settlement（ジョージ未計画居住区） 
Amos BESA Acting Community Development Officer, George Water Supply Project 
Humphrey MULUMBA Acting Community Development Officer, George Water Supply Project 
Moses KASONGO Data Controller, George Water Supply Project 
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Kafue District Health Management Board（KDHMB：カフエ地区保健管理委員会） 
Charles Yekha MSISKA District Director of Health 
Leins MWILA Manager, Planning & Development 
  
JICA Primary Health Care Project（JICA プライマリーヘルスケアー・プロジェクト） 
Takashi NAGAKURA Chief Advisor 
Satoshi SASAKI Project Coordinator 
Kumiko IGARASHI Expert in Community Health 
  
Embassy of Japan（日本大使館） 
木村 孝司(Koji KIMURA) 一等書記官(First Secretary) 
  
JICA Office（JICA 事務所） 
北澤 志郎(Shiro KITAZAWA) 所員(Resident Staff) 
Joe P. NJELEKA Program Officer 
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資料 6 基本設計概要表 

1. 協力対象事業名 

ザンビア共和国 ルサカ市未計画居住区住環境改善計画基本設計調査 
2. わが国が援助することの必要性・妥当性 

(1) 我が国が当該国に援助することの必要性・妥当性 
ザンビア共和国は、アフリカ連合及び東・南部アフリカ共同市場など南部アフリカにおける政

治・経済諸機関に於ける有力なメンバーである。他方、銅及びコバルトなどの鉱物資源を産出し、

広大な農耕地や比較的恵まれた気候条件を背景に将来的に食料の宝庫としての潜在性を有して

いる。現在、民主化や経済構造改革を含めた開発に取り組んでおり、同国への支援は、必要かつ

有益なものと考えられる。我が国の国別援助計画において、ザンビア国の抱える最大の課題であ

る貧困対策に力点を置き、農業・農村開発および保健・医療、教育を重点分野/課題として定め

ている。 
(2) 当該プロジェクトを実施することの必要性・妥当性 

首都ルサカ市は、地方部からの人口流入により 2000 年の人口は概ね 160 万人に達している。

流入人口の多くはコンパウンドと呼ばれる未計画居住区を形成し、100 万人を超える貧困世帯は、

居住水準の劣悪な、公共交通、ユーティリティー施設、廃棄物処理などの社会サービスのほとん

ど整備されていない未計画居住区に居住している。ザンビア国政府は未計画居住区における社会

サービス整備計画に関する技術協力を要請し、日本国政府は 1999 年 3 月から 2001 年 7 月にかけ

て国際協力事業団（JICA）により、8 つの未計画居住区を対象とした「ルサカ市未計画居住区住

環境改善計画調査（開発調査）」を実施し、アクションエリアプランを策定した。 
ザンビア国政府は、アクションエリアプランの中で、短期計画に位置付けられているンゴンベ、

フリーダム、カリキリキ、チボリヤの 4 地区を対象とした、より安全かつ衛生的な給水システム

の整備と保健・衛生教育の実施を本無償資金協力事業として 2001 年 8 月に要請した。 
要請内容は、貧困世帯の生活環境の改善を図るものであり、我が国の援助計画と合致している。

また、ザンビア国政府の策定した貧困削減戦略ペーパーは、未計画居住区の住民 250 万人への給

水サービスの改善および環境衛生・保健教育との整合化を提言しており、本要請は同戦略ペーパ

ーの提言内容と整合している。 
 
3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

ルサカ市未計画居住区（ンゴンベ・カリキリキ・フリーダム地区）において給水施設及びコミ

ュニティーセンターを整備することにより、衛生的かつ安定した給水サービスへ住民がアクセス

可能となり、住民の衛生環境が改善される。 
4. 協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 
ザンビア国ルサカ市未計画居住区 3 地区（ンゴンベ、カリキリキ、フリーダム地区） 

(2) アウトプット 
未計画居住区 3 地区（ンゴンベ、カリキリキ、フリーダム地区）における給水施設の整備、住

民の衛生意識向上及び運営・維持管理体制の構築 
(3) インプット 
【日本側】 

未計画居住区 3 地区（ンゴンベ、カリキリキ、フリーダム地区）における以下の事業の実施。 
a) 給水施設の設置 
b) コミュニティーセンターの設置 
c) ソフトコンポーネント 
- 保健・衛生教育の実施 
- キャパシティービルディング（住民組織の強化および上記施設の運営・維持管理体制の構築） 

 【相手国側】 
   a)  給水施設・コミュニティーセンター建設用地の確保 
   b)  技術指導にかかる要員の確保 
(4) 総事業費 

概算事業費：4.76 億円（日本側 4.73 億円、ザンビア国側 0.03 億円） 
(5) スケジュール 

詳細設計を含め 20 ヶ月を予定 
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(6) 実施体制 
 実施機関：ルサカ市 

監督機関：地方自治住宅省 
5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトにて裨益する対象の範囲及び規模 
未計画居住区 裨益人口（人） 

 実施前(2003 年) 実施後(2008 年予測) 
ンゴンベ 34,000 61,000 
カリキリキ 12,500 14,000 
フリーダム 7,800 11,000 

合計 54,300 86,000 
 
(2) 事業の目的（プロジェクト目標） 
 対象地区の給水状況及び衛生状況の改善 

 ンゴンベ カリキリキ フリーダム 
 2002 年 2008 年 2002 年 2008 年 2002 年 2008 年 
給水栓までに 
要する時間*1 

15 分以内 
83.1% 

10 分以内 
100.0% 

15 分以内 
83.1% 

10 分以内 
100.0% 

15 分以内 
83.1% 

10 分以内 
100.0% 

給水量(ﾘｯﾀｰ/人/日) 5.5 30.0 0.6 30.0 9.3 30.0 
下痢疾病率(％) 23.0 17.0 28.5 20.0 22.5 16.0 

*1： 実施前の数値は浅井戸等を含んでいることから、必ずしも安全な水に対するアクセスを意味しな

い。また、カリキリキ地区では、唯一の共同水栓は現状では使用不可能になっており、多くの住民

が各戸給水の受益者から水を分けてもらっている。 
 

(3) その他の成果指標 
水代徴収率：実施後、各コンパウンドにおいて徴収率 75%以上 

 
6. 外部要因リスク 

(1) 予測し得ない人口流入の変化 
未計画居住区の人口の増加率は非常に高いことから、現在までの増加傾向を考慮して給水施設

等について十分なキャパシティを計画している。しかしながら、今後ザンビア国内の経済状況や

周辺国の政治経済状況等、様々な諸要因により未計画居住区への予測を越えた人口の流入が否定

できない。この場合は、地区内への集中した人口流入が起きないよう行政支援が必要である。 
(2) バンダリズムの発生 

同一コミュニティ内において収入格差あるいは政治的バランスの不均衡が起きると、関係施設

を破壊するというバンダリズムが起きることがあり、これが事業の持続性に対する一つの阻害要

因となっている。バンダリズムによる施設の破壊を防ぐため、住民の十分な啓蒙と施設の警備を

することが重要である。 
(3) ザンビア国政府の継続的な支援 

ザンビア国は著しい財政難にあるうえ、構造調整による人員削減のため、未計画居住区の住環

境改善に対する十分な支援を得ることが困難な状態にある。今後ザンビア国側が未計画居住区支

援に対し十分な予算の確保と人員の配置をあらかじめ計画し、継続的な支援をしていく体制を作

っておくことが重要である。 
(4) 水質・水量管理の徹底 

水源から給水栓までの水質管理を徹底する必要がある。あわせて、水源の汚染防止の観点から

は、水源のパトロールのほか水源周辺の住民に対する啓蒙活動の実施が重要となる。 
 
7. 今後の評価計画 

(1) 事後評価に用いる成果指標 
 a) 水汲みに要する時間 
  b)  給水量 
 c) 下痢の疾病率 
 (2) 評価のタイミング 

2008 年以降 



プロジェクト・デザイン・マトリックス 
 

対象地区： ンゴンベ、カリキリキ、フリーダム  ﾀｰｹﾞｯﾄ･ｸﾞﾙｰﾌﾟ： 各未計画居住区住民 
  実 施 機 関： JICA、MLGH、LCC、LWSC、RDC 

作成日：2003 年 6 月 

プロジェクトの要約 指 標 指標データ入手手段 外部条件 

上位目標    

1. 居住区の生活環境が改善され

る。 
 

1. 平均寿命が延びる。 
2. 乳幼児死亡率が低下する。 
3. バンダリズムの発生件数が

減少する。 

1. ルサカ市統計資料 
2. クリニック記録及びルサカ

市統計資料 
3. 聞き取り調査 
 

1. 行政及び社会経済条件が事業

支援を行う環境にある。 
2. ザンビア政府が未計画居住区

の支援を継続する。 

プロジェクト目標    
1. 住民の衛生環境が改善される。 
2. 住民の水汲みに費やす時間が削

減される。 
 

1 水因性の疾病（下痢等）が約

30%減少する。 
2a 対象地域住民(100%)が 10 分

以内に、公共水栓へアクセス

できる。 
2b 各地域とも 30lpcd の給水量

が確保される。 
 

1 聞き取り調査 
2a 聞き取り調査 
2b 給水施設維持管理記録 
 

1. 住民が維持管理活動を継続す

る。 
2. 保健衛生知識の実践を継続す

る。 
3. 他プログラム、プロジェクトと

の連携が継続的に行われる。 

成 果    
1. 住民が給水施設の水を利用する。 
2. 安全な水が供給される。 
3. トレーナーが保健・衛生に関する

教育を実施する。 
4. 住民がコミュニティー･センター

を利用する。 
5. コミュニティー･センターが適切

に維持管理される。 
6. 給水施設が適切に維持管理組織

される。 
 

1. 対象地域住民の 75％以上が

登録する。 
2. 供給水が水質基準を満たす。 
3. 保健衛生教育の知識（手洗い

等）の実践者が増加する。 
4. センターで実施されるトレ

ーニング、会議の回数 
5. センターの収支記録が作成

され、収支が残金と一致す

る。 
6a 水道料金の徴収率が 75％以

上確保される。 
6b 給水施設の収支記録が作成

され、収支と残金が一致す

る。 

1. 給水管理委員登録者記録 
2. 水質検査 
3. トレーニング実施記録 
4. センター利用者記録 
5. RDC 現金出納記録 
6a 水代徴収記録 
6b 給水管理組合出納記録 

1. 予測範囲を超えた著しい人口

増加、外部者の流入等が起きな

い。 
2. 予測し得ない病気等が蔓延し

ない。 
3. 深井戸の水質・水量が悪化しな

い。 
4. 給水施設及びコミュニティー

センターに対するバンダリズ

ムが発生しない。 

活 動 投 入  
1. 給水施設、コミュニティー・セ

ンターに大きなダメージを及

ぼす自然災害が発生しない。 
2. 住民参加が継続される。 
 

前提条件 

1. 給水施設の設置 
2. コミュニティーセンターの設置 
3. ソフトコンポーネント 
a. 保健・衛生教育の実施 
b. 住民組織の強化 
c. コミュニティー･センターの運

営・維持管理体制の構築 
d. 給水施設の運営・維持管理体制

の構築 
 

日本政府  
1. 給水施設周辺の門扉の設置 
2. サイト内の道路整備 
3. プロジェクト建設資材の調達 
4. 深井戸の掘削、送配水管、高架水槽及び必要建屋の設置 
5. 公共水栓の設置 
6. コミュニティー･センターの建設 
7. 送電線からサイト内への分電設備 
8. ブレーカー及び変圧器の設置 
9. プロジェクトに必要な資機材の準備 
10. 必要資機材の日本からの輸送 
11. 必要資機材の内陸輸送 
ザンビア政府 
1. 必要な土地の確保と改良 
2. コミュニティー･センターのフェンス及び門扉の設置 
3. 駐車場の確保 
4. コミュニティー･センター外の道路の整備 
5. 現場までの送電線の整備 
6. 一般的什器の供与 
7. 銀行口座等にかかる手数料の支払い 
8. 日本側供与製品の税関手続きに関する免除 
9. 日本側スタッフの滞在手続きに関する支援 
10. 無償供与された施設の適切な利用の確保 
11. 無償で供与される以外の費用の負担 

1. ザンビア政府の方針が著しく

変更しない。 
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資料 7 収集資料リスト 

調査名：ザンビア国ルサカ市未計画居住区住環境改善計画基本設計調査 
(1/2) 

番

号 
名称 形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ・ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ 
ｺﾋﾟｰ 

発行機関 発行年 

1 Zambia Poverty Reduction Strategy Paper 2002-2004 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ 財務計画省 
(MFNP) 

2002 

2 2000 Census of Population and Housing 図書 ｺﾋﾟｰ 中央統計局 
(CSO) 

2001 

3 Specifications for Civil Engineering Works 図書 ｺﾋﾟｰ ﾙｻｶ市 
(LCC) 

- 

4 The Public Health Act 図書 ｺﾋﾟｰ 法務省 
(MLA) 

- 

5 Constitution for Area-Based Organizations 図書 ｺﾋﾟｰ - - 

6 Summary of Recommendations in the Summary Report 
for “Institutional Building and Governance Related to 
Development in Peri-Urban Settlements Lusaka and 
Ndola, Zambia 

図書 ｺﾋﾟｰ Four Worlds 
Centre for 

Development 
Learning - July 

2001 

2001 

7 組織図（MLGH） 図書 ｺﾋﾟｰ 地方自治 
住宅省 

(MLGH) 

2003 

8 予算及び支出表（MLGH）(1999,2000,2001,2002) 図書 ｺﾋﾟｰ 地方自治 
住宅省 

(MLGH) 

2003 

9 組織図（LCC） 図書 ｺﾋﾟｰ ﾙｻｶ市 
(LCC) 

2003 

10 組織図（LCC-PHD） 図書 ｺﾋﾟｰ ﾙｻｶ市 
(LCC) 

2003 

11 予算及び支出表（LCC） 図書 ｺﾋﾟｰ ﾙｻｶ市 
(LCC) 

2003 

12 組織図（Chibolya, Freedom, Kalikiliki） 図書 ｺﾋﾟｰ 住民組織 
(RDCs) 

2003 

13 予算及び支出表（Chibolya, Freedom, Kalikiliki） 図書 ｺﾋﾟｰ 住民組織 
(RDCs) 

2003 

14 Town and Country Planning 
Chapter 283 of the Laws of Zambia 

図書 ｺﾋﾟｰ LCC 1965 

15 Standard Septic Tanks and Soakaways 図書 ｺﾋﾟｰ LCC - 

16 Lusaka Integrated Development Plan 図書 ｺﾋﾟｰ LCC 2000 

17 組織図（LWSC） 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC 2003 

18 ローカル機材納入業者登録リスト（LWSC） 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC 2003 

19 LWSC 財務報告書（1999―2001） 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC - 

20 ジョージ給水事業 O&M コスト（2000―2002） 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC - 

21 LWSC 所有資機材ﾘｽﾄ 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC 2003 

22 水道料金表 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC 2002 

23 深井戸水質試験ﾃﾞｰﾀ（2001―2003） 図書 ｺﾋﾟｰ LWSC - 

24 給水施設利用者登録カード 図書 ｵﾘｼﾞﾅﾙ LWSC ‐ 
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調査名：ザンビア国ルサカ市未計画居住区住環境改善計画基本設計調査 
(2/2) 

番

号 
名称 形態 

図書・ﾋﾞﾃﾞｵ・ 
地図・写真等 

ｵﾘｼﾞﾅﾙ･ 
ｺﾋﾟｰ 

発行機関 発行年 

25 組織図 図書 ｺﾋﾟｰ LDHMT 2003 

26 Action Plan and Budget 2003 図書 ｺﾋﾟｰ LDHMT - 

27 National Health Strategic Plan 2001-2005 電子ファイル ｺﾋﾟｰ MOH 2000 

28 Zambia Demographic and Health Survey 2001-2002 図書 ｺﾋﾟｰ CBOH 2002 

29 Facilitator’s Guide for Trainers of Community Health 
Worker 

図書 ｺﾋﾟｰ CBOH 2002 

30 Community Health Workers’ Handbook for the 
Community Health Worker 

図書 ｺﾋﾟｰ CBOH 2002 

31 電気料金表 図書 ｺﾋﾟｰ ZESCO 2003 

32 建設業者登録ﾘｽﾄ 図書 ｺﾋﾟｰ MOWS 2002 

33 降雨量、気象ﾃﾞｰﾀ（過去 10 年分） 電子ファイル ｺﾋﾟｰ Metrological 
Office 

- 

34 浅井戸・深井戸・水道水水質試験データ 図書 ｺﾋﾟｰ DHMB - 

35 CARE 給水事業データ 図書 ｺﾋﾟｰ CARE - 

36 Chibolya 給水運営・維持管理体制提案書 図書 ｺﾋﾟｰ CARE - 

37 ルサカ・ンドラ ABO 強化プログラム提案書 図書 ｺﾋﾟｰ CARE - 

38 ルサカ水理地質調査報告書 図書 ｺﾋﾟｰ CARE - 

39 Chibolya 給水運営・維持管理体制合意書 図書 ｺﾋﾟｰ CARE - 
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